
同
志
社
大
学
に

京
都
ノ
ル
ウ
エ
ー
セ
ン
タ
ー
開
設

2
0
0
3
午
5
月
に
ノ
ル
ウ
エ
ー
モ
国
と

日
本
の
問
で
科
学
技
術
恊
力
に
関
わ
る
2
国

制
恊
定
倫
印
が
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
を
ど

の
よ
う
な
形
で
具
体
化
し
て
い
く
か
力
検
'

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
動
き
の
中
で
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
京
都
議
定
智
(
い
わ

ゆ
る
C
O
P
3
)
な
ど
、
磯
製
へ
の
取

り
組
み
で
は
象
徴
的
な
地
で
あ
る
京
都
に

「
京
都
ノ
ル
ウ
エ
ー
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、

日
本
と
ノ
ル
ウ
エ
・
d
両
国
の
ル
術
.
文
化
交

流
と
叫
虜
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
器
決
へ
の
#

同
活
動
の
拠
卜
煕
に
し
よ
う
と
い
う
構
勉
が
も

ち
あ
が
り
、
八
田
英
二
大
学
長
や
ノ
ル
ウ
エ

1
駐
口
大
使
を
始
め
多
く
の
方
々
の
こ
理
解

と
こ
尽
力
に
ょ
っ
て
、
同
志
礼
大
学
「
ハ
リ

ス
理
化
学
館
」
の
2
階
に
本
セ
ン
タ
ー
が
開

股
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
両
国
の
団
体
・
個
人

と
恊
力
し
、
文
化
、
科
学
技
術
の
」
父
流
を
通

じ
て
Π
本
と
ノ
ル
ウ
エ
ー
の
相
亙
即
解
、

相

亙
恊
力
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、ノ
ル
ウ
エ
ー
惰
桜
・
図
者
の
収
集

科
学
技
術
協
力
2
同
間
恊
定
に
基
づ
く
各

種
の
活
動
支
援

「
ス
て
0
-
0
 
一
ヨ
Φ
ヨ
里
一
0
コ
里
■
0
三
ヨ
一
0
「

国
=
く
一
「
0
コ
ヨ
Φ
三
 
N
コ
n
 
国
コ
Φ
「
叟
」
(
略

称
一
ス
〒
司
円
和
文
名
一
京
都
国
際
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
)
の
活
動

支
援
両
同
の
学
生
、
研
究
各
の
」
需
支
援

鬨
西
在
住
ノ
ル
ウ
エ
ー
人
の
文
化
交
流
活

動
支
援

来
日
ノ
ル
ウ
エ
ー
人
の
関
西
で
の
活
動
支

゛
.

な
ど
の
具
体
的
な
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す

咋
年
Ⅱ
月
N
e
、
ノ
ル
ウ
エ
ー
駐
日
大
使

を
始
め
と
す
る
N
人
の
ノ
ル
ウ
エ
ー
側
参
加

者
、
な
ら
ぴ
に
本
学
や
京
都
大
学
を
始
め
と

す
る
関
四
地
区
の
多
数
の
大
学
人
を
迎
え

て
、
本
セ
ン
タ
ー
の
開
礁
乢
念
式
典
が
秋
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
京
都
国
際
環

境
.
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
巧
日
か
ら
3
日
問
に
わ
た
っ
て

寒
梅
館
で
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
円
日
、
同
フ

オ
ー
ラ
ム
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
郡
<
県

で
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
あ
た
っ
て
も
木
セ
ン
タ
ー
が
主

要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た

多
く
の
方
々
が
こ
の
よ
う
な
交
流
活
動
に

興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
稙
極
的
に
参
岻

し
て
、
自
ら
の
視
野
や
活
動
範
囲
を
広
げ
て

い
た
だ
け
れ
ぱ
卓
い
で
す

京
都
ノ
ル
ウ
エ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長

(
工
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
教
授
)

伊
藤
靖
彦

、
゛

O
o
m
工
一
Φ
工
>
-
0
勺
一
o
m
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幻
世
紀
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
老
え
る

『
ス
ポ
ー
ヅ
と
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
』
刊
行

京
都
ス
ホ
ー
ツ
研
究
会
は
、
{
大
学
の
ま

ち
」
京
都
の
連
合
組
織
体
で
あ
る
財
団
法
人

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
に
立
ち
上
げ
ら

れ
た
、
八
田
英
二
黒
社
大
学
長
を
代
表
と

し
、
加
盟
大
学
の
教
員
を
中
心
メ
ン
バ
ー
と

す
る
団
体
で
す
。

そ
こ
で
は
、
京
都
に
お
け
る
知
的
資
源
の

活
用
に
ょ
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
価
値
創
造
に

向
け
た
理
論
構
築
よ
り
有
益
な
指
針
の
提

示
、
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
す
る
地
域
貢
献
の
あ

り
方
が
模
索
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

や
単
位
互
換
授
業
ス
ポ
ー
ツ
普
及
事
業
な

ど
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
圭
白
は
、
 
2
0
0
4
年
川
月
に
、
 
3
年
問

に
わ
た
る
研
究
会
活
動
の
集
成
と
し
て
大
学

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
か
ら
発
行
さ
れ
ま
し

ナ

ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
中
西
哲
生
氏
と
吉
本

興
業
タ
レ
ン
ト
の
和
泉
修
氏
元
全
米
プ
ロ

ス
ケ
ッ
ト
選
手
の
荻
原
美
智
子
氏
を
加
え

バた
3
氏
と
研
究
会
メ
ン
バ
ー
に
ょ
る
、
地
域

と
ス
ポ
ー
ツ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
議
論
が

内
容
で
す

第
3
章
で
は
、
京
都
産
業
立
命
館
、
同

志
社
、
龍
谷
の
4
大
学
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

振
興
へ
の
取
り
組
み
と
、
企
業
メ
デ
ィ
ア
、

行
政
か
ら
の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
期
待
が
紹

介
さ
れ
、
最
終
章
が
以
上
の
知
見
に
基
づ
い

た
社
会
に
対
す
る
提
言
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
関
す
る

8
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

社
会
に
対
す
る
提
言
を
収
録

本
書
は
4
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
1
章
は
、
川
淵
一
一
郎
元
J
リ
ー
グ
チ
エ

ア
ア
く
山
口
良
治
元
京
都
市
ス
ポ
ー
ツ
政

策
監
、
木
村
政
雄
元
吉
本
興
業
大
阪
本
社
代

表
、
玉
木
正
之
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
を
始
め

と
す
る
、
合
計
B
人
の
各
界
に
お
け
る
第

人
者
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
考
え
方
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
2
章
は
、
本
学
卒
業
生
で
あ
る
ス
ポ
ー

「
勝
ち
負
け
」
ス
ポ
ー
ツ
を
超
え
て

社
会
貢
献
・
地
域
交
流
は
、
今
、
大
学
に

希
求
さ
れ
る
時
代
の
要
請
で
す
。
が
、
ス
ポ

ー
ツ
分
野
は
自
チ
ー
ム
の
勝
敗
に
拘
泥
す
る

あ
ま
り
遅
れ
て
い
ま
す
。

本
書
が
、
大
学
や
競
技
の
利
害
を
超
え
、

大
学
が
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
の
力
量
と
技
術
を
地

域
・
社
会
に
向
け
て
発
揮
す
る
き
っ
か
け
と

な
れ
ぱ
幸
い
で
す
。

京
都
ス
ポ
ー
ツ
文
化
研
究
会
副
幹
事
長

大
学
法
学
部
教
授

横
山
勝
彦

0
0
仂
工
一
m
l
》
↓
0
勺
一
0
仂
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豪
州
の
人
気
作
家
エ
ミ
リ
ー

中
学
校
で
。
授
業

小
中
学
生
に
日
記
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説

「
り
ン
の
谷
の
口
ー
ワ
ン
」
や
「
デ
ル
ト

ラ
・
ク
エ
ス
ト
」
で
知
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
人
気
作
家
、
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
さ

ん
が
※
「
オ
ー
サ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト
」
の
一
環

で
来
日
さ
れ
た
Ⅱ
月
Π
日
に
は
同
志
社
中

学
校
を
訪
れ
、
 
1
年
A
組
の
卯
名
の
生
徒
や

図
書
情
報
係
の
生
徒
N
名
と
交
流
が
行
わ
れ

ロ
ッ
ダ
さ
ん
の
こ
の
日
の
話
の
テ
ー
マ
は

「
創
作
と
は
何
か
」
で
、
日
本
で
も
近
く
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
化
も
さ
れ
る
代
表
作
「
デ
ル
ト

ラ
・
ク
エ
ス
ト
」
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
話
さ

れ
た
。中
学
生
に
と
っ
て
興
味
深
い
話
の
後
生

徒
た
ち
の
質
問
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
も
丁
寧

に
答
え
て
お
ら
れ
た
。

さ
ら
に
ロ
ツ
ダ
さ
ん
を
ぴ
っ
く
り
さ
せ
た

の
は
口
ー
ワ
ン
、
シ
バ
な
ど
「
口
ー
ワ
ン
」

の
主
な
登
場
人
物
に
扮
し
た
図
書
情
報
係
の

5
人
の
歓
迎
チ
ー
ム
。
突
然
現
れ
た
5
人
の

.

ロ
ッ
ダ
さ
ん
が

歓
迎
に
、
大
喜
ぴ
の
ロ
ヅ
ダ
さ
ん
で
し
た

驚
か
さ
れ
た
生
徒
た
ち
の
柔
軟
な
発
想
力

今
回
の
エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ
さ
ん
の
来
校

に
際
し
て
、
生
徒
た
ち
の
柔
軟
な
発
想
に
は

驚
き
ま
し
た
。
図
書
情
報
係
の
話
し
合
い
に

お
い
て
、
ロ
ッ
ダ
さ
ん
を
歓
迎
す
る
場
で
何

か
工
夫
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
一
言
っ
た
時
、

あ
る
生
徒
が
発
言
し
た
の
は
「
登
場
人
物
に

変
装
し
た
ら
?
」
で
し
た
そ
こ
か
ら
「
歓

迎
チ
ー
ム
」
の
ド
ラ
マ
が
始
ま
り
ま
し
た

誰
が
何
に
扮
す
る
か
・
:
ど
ん
な
衣
装
に
す
る

の
か
・
:
ロ
ッ
タ
さ
ん
の
前
に
は
ど
の
よ
う
な

動
作
で
登
場
す
る
の
か

0

当
日
の
図
書
館
は
異
様
な
雰
囲
気
で
し

た
。
司
書
室
で
更
衣
し
た
「
歓
迎
チ
ー
ム
」

5
人
は
、
 
1
年
A
組
の
生
徒
が
ロ
ッ
ダ
さ
ん

の
話
を
聞
い
て
い
る
時
か
ら
緊
張
状
態
で
し

た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
出
番
。
い
ろ
い
ろ
な

動
き
を
し
な
が
ら
登
場
し
た
チ
ー
ム
を
見
た

ロ
ツ
ダ
さ
ん
は
「
こ
れ
は
・
・
・
白
疋
非
写
真
を
い

つ
し
ょ
に
撮
ら
な
く
ち
ゃ
ー
・
」
と
。
一
人
の

生
徒
の
発
言
か
ら
、
と
っ
て
も
素
敵
な
歓
迎

チ
ー
ム
が
で
き
た
の
で
し
た

島
写

゛

※
「
オ
ー
サ
ー
・
ビ
ジ
ッ
ト
」
と
は
「
子
供
た
ち

に
人
気
の
あ
る
本
の
作
家
が
教
室
を
訪
れ
、

授
業
を
す
る
」
と
い
う
朝
日
新
聞
1
2
5
周

年
記
念
事
業

中
学
校
教
諭

反
田
任

田
追
利
幸

0
0
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仂
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